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1990 年代当時，中国は急速な経済発展が始まり，
中国北京の理工系最高学府である清華大学は，研究
力，教育力，経営力に資本力も兼ね備え，各界に広が
る卒業生人脈を通じ，産業発展のけん引役として，そ
の影響力を着実に増していた．一方，IHI（当時，石川
島播磨重工業）でも清華大学との共同研究による基
盤技術の高度化，中国市場への対応，さらには研究者
の人事交流を目的に連携を模索していた．

1998 年から共同研究の枠組みに関し，清華大学と
IHI の技術開発本部および北京事務所とで協議が進め
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